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冬季リリース asana.com/ja/whats-new

構築済み AI チームメイト
実際に成果を出す AI とコラボレーション 

Asana AI

Slack と AI スタジオを使った仕事の受け付け
Slack で仕事リクエストを取り込む

Claude の Asana アプリ
AI とのチャットを Asana で実⾏可能なタスクへと変換



構築済み AI チームメイトを活⽤して複雑な作業に取り組む

主なメリット
● 「キャンペーンブリーフライター」、「ワークフロー最

適化アシスタント」、「コンプライアンススペシャリス
ト」など、構築済み AI チームメイトを活⽤して、キャン
ペーンや戦略的イニシアチブをすばやくリリースでき
る。

● より迅速に市場進出し、業務をスケールしてより⼤きな
成果を⽣み出し、コンプライアンスリスクを早期に特定
できる。

概要
チーム独⾃のニーズを理解し、チームの⼀員として働
く AI と連携しましょう。AI は業務フローに直接組み込
まれ、実質的な成果の創出を⽀援します。

主なユースケース
● キャンペーン管理
● プロセス改善
● コンプライアンス管理
● 戦略計画

機能の使い⽅
AI チームメイトギャラリーから、構築済み AI チームメイトにア
クセスできます。各 AI チームメイトは、特定の分野に特化してお
り、マーケティング、オペレーション、IT などのワークフローや
ユースケースに合わせてカスタマイズされています。

リソース

https://help.asana.com/s/article/ai-teammates


AI スタジオを使って Slack から直接仕事リクエストを管理

主なメリット
● 仕事がメッセージや会話の中に埋もれたり、失われ

たりすることを防げる。
● 仕事の受け付けから納品までの時間を短縮できる。

概要
Slack でリクエストを取り込み、Asana の構造化された
タスクに⾃動で変換します。

主なユースケース
● キャンペーン管理
● クリエイティブ制作
● 製品リリース
● 戦略計画

機能の使い⽅
Slack を AI スタジオに接続し、メッセージまたはチャンネル
をトリガーとして指定して、ワークフローを設定します。

リソース

https://help.asana.com/s/article/slack-and-asana


ワークフロー & オートメーション
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ルールビルダーの機能強化
複雑なルールロジックを管理

ワークフロー & オートメーション

ルールの複製
既存のルールを複製

AI モデルの⾃動選択
⾃分にとって最適なルールを構築

トリガーのスケジュール
ルーチンワークフローを⾃動化

ポートフォリオの複製
構造の⼀貫性を⾼める

ポートフォリオでプロジェクトへのアクセス権を共有
権限を標準化

カスタムフィールドの上限引き上げ
複数の複雑なプロジェクトのデータを⼤規模に追跡

新しいナビゲーション (近⽇リリース)
より集中して仕事を進める

プロジェクトテンプレートのビューの保存
新規プロジェクトの始動を迅速化



ルールビルダーの機能強化で複雑なルールロジックを管理

主なメリット
● 既存のブランチロジックを複製することで、⾃動化

されたワークフローを構築または改善できる。
● ニーズやプロセスの変化に合わせて、ルールの順序

を簡単に並べ替えることができる。

概要
ルールビルダーで、ブランチやブランチロジックを⼀か
ら⼿動で作り直すことなく再利⽤できます。

主なユースケース
● プロジェクトマネジメント
● 戦略計画とポートフォリオ管理

機能の使い⽅
ルールビルダーで、必要に応じてブランチを並べ替えたり、
複製したりできます。

リソース

https://help.asana.com/s/article/conditions-and-branching-in-rules#Asana's_new_rule_builder


ルールの複製で時間を節約

主なメリット
● 実績のあるルールや⾃動化を、さまざまな仕事の流

れに実装できる。
● 新規プロジェクトを開始するたびにルールを再構築

または変更するという反復作業を排除できる。

概要
同⼀プロジェクト内や複数のプロジェクト間でルールを
複製できるため、業務の⼀貫性を確保できます。

主なユースケース
● プロジェクトマネジメント
● 戦略計画とポートフォリオ管理

機能の使い⽅
ルールビルダーまたは「カスタマイズ」メニューを使⽤し
て、同⼀プロジェクト内や複数のプロジェクト間でルールを
複製します。

リソース

https://help.asana.com/s/article/rules


AI モデルの⾃動選択を使⽤して、⾃分にとって最適なルールを構築

主なメリット
● 最適なモデルが⾃動的に選択されることで、効

果的に活⽤できる。
● ルールの設定とワークフローの設計の複雑さを

軽減できる。

概要
最適な結果をもたらす AI を活⽤したオートメーション
により、ルールの構築における試⾏錯誤や⼿間を排除
します。

主なユースケース
● プロジェクトマネジメント
● 戦略計画とポートフォリオ管理

機能の使い⽅
ルールビルダーの「おすすめ」オプションを選択すると、
最も効率の⾼い AI モデルが使⽤されます。

リソース

https://help.asana.com/s/article/ai-studio-models?language=en_US


トリガーのスケジュールでルーチンワークフローを⾃動化

主なメリット
● 決まった周期でルーチンワークを⾃動化できる。
● ⼿作業を減らし、⼿順の⾒落としを防げる。
● ⼀貫性のある、反復可能なオートメーションによ

り、⼤規模なワークフローを標準化できる。

概要
ルールやオートメーションを⽇次、週次、⽉次、または
カスタムスケジュールで実⾏できます。タスク、リマイ
ンダー、フォローアップを⾃動的に⽣成し、AI を使⽤し
て定期的にステータス更新の下書きを作成します。

主なユースケース
● リクエスト管理
● プロジェクトマネジメント
● 製品リリース

機能の使い⽅
ルールビルダーで「指定した期間ごと」のトリガーを選択
し、理想的な頻度を設定します。

リソース

https://help.asana.com/s/article/rule-triggers


プロジェクトテンプレートのビューの保存を使って
新規プロジェクトの始動を迅速化

主なメリット
● プロジェクトテンプレートにタブ構造やビュー設定を

保存することで、プロジェクトのセットアップにかか
る時間を短縮できる。

● チームが仕事を確認、管理する⽅法を標準化できる。
● 複雑なプロジェクト設定を⼿動で再作成する際に⽣じ

るミスを防げる。

概要
プロジェクトテンプレートに、保存されたビューや、フィル
ター、ソート、ビューのオプションに関する設定を保持で
きるようになりました。これにより、チームは⼿動で設定を
⾏うことなく、より迅速に仕事を始められます。

主なユースケース
● プロジェクトマネジメント
● リクエスト管理
● イベント計画

機能の使い⽅
プロジェクトテンプレートビルダーでは、タブの追加、名前変
更、並べ替えが可能です。また、関連する「ビュー」オプショ
ンの編集や設定も⾏えます。

リソース

https://help.asana.com/s/article/project-templates#h_01HCVVKJF47915VYWAWHTZGH97


ポートフォリオの複製で、繰り返しのワークフローを構造化する

主なメリット
● 設定を繰り返すことなく、ポートフォリオ管理を効

率的にスケールできる。
● ワークフローの設定やレポート作成におけるミスや

ばらつきの発⽣を減らせる。

概要
既存のポートフォリオから新しいポートフォリオをすば
やく作成できます。ポートフォリオを⼀から作り直さな
くても、チームは構造と計画を標準化できます。

主なユースケース
● 戦略計画とポートフォリオ管理
● リソース管理
● ビジネスレビューと報告

機能の使い⽅
ポートフォリオのドロップダウンメニューから「複製」アク
ションを選択して、新しいコピーを作成します。

リソース

https://help.asana.com/s/article/portfolios-overview


ポートフォリオでプロジェクトへのアクセス権を共有することで
プロジェクト権限を標準化

主なメリット
● チームや関係者の設定およびプロジェクトへのアクセス

権を標準化できる。
● 連携されたポートフォリオやプロジェクト間で、ユー

ザー権限の⼀貫性を維持できる。
● ポートフォリオレベルで⾏った更新が⾃動的にプロジェ

クトに同期されるため、チェンジマネジメントがスムー
ズに⾏える。

概要
適切なメンバーが、適切なワークストリームに対して、
正しいアクセス権を持てるようにします。

主なユースケース
● キャンペーン管理
● リソース管理
● プロジェクトマネジメント
● オンボーディング 機能の使い⽅

プロジェクトの共有モーダルの下部にある「アクセスを管理」
を選択し、アクセス権を共有するポートフォリオを選択しま
す。現在のポートフォリオメンバー全員が追加されます。

リソース

https://help.asana.com/s/article/share-project-access-with-a-portfolio


カスタムフィールドの上限引き上げによりプロジェクトを横断した
詳細なデータの取得とレポートの作成を実現

主なメリット
● 情報に基づいた意思決定を⾏える。
● プロジェクトやワークフローを横断して、詳細

なレポートを作成できる。
● ⼤規模なプロジェクトポートフォリオを⼀元管

理できる。

概要
複数の複雑なプロジェクトをまたいで、重要な情報を
⼤規模に管理できます。プロジェクトで最⼤ 150 個の
カスタムフィールドを使⽤できるようになり、チーム
はより構造化されたデータを柔軟に管理できるように
なりました。

主なユースケース
● キャンペーン管理
● リソース管理
● 戦略計画とポートフォリオ管理

リソース

https://help.asana.com/s/article/custom-field-types-and-limitations


新しいナビゲーションで必要なものをすばやく⾒つける

主なメリット
● そのときに⾏っている作業に合わせてサイドバ

ーがカスタマイズされるため、集中⼒と⽣産性を
向上できる。

● グローバルカスタムフィールドやルール、フォ
ームなど、ワークフローを⼀⽬で確認できる。

● Asana の適切なプロジェクト、ポートフォリオ、
オブジェクトにすばやくアクセスできる。

概要
Asana の新しいナビゲーション (近⽇リリース) を使⽤する
と、最も⼤切な仕事に集中できます。このアップデートによ
り、チームは Asana 内でより集中しやすい環境とレイアウ
トを構築できるようになります。

主なユースケース
● プロジェクトマネジメント
● リクエスト管理
● 戦略計画とポートフォリオ管理

機能の使い⽅
新しくなったサイドバーによって、主要な情報が⾃動でモー
ドごとにグループ化されるため、仕事、戦略、ワークフ
ロー、組織構造の間をより簡単に移動できます。

リソース

https://help.asana.com/s/article/new-navigation-in-asana


⽬標管理
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⽬標カスタムフィールドの強化
⽬標の進捗をモニタリング

⽬標管理

⽬標の更新と通知
コミュニケーションをより細かく管理する



⽬標カスタムフィールドの強化で、進捗をより詳細にモニタリング

主なメリット
● ⽬標の進捗状況を即座に明確に把握できる。
● ⽬標を標準化し、組織全体で簡単に共有できる。

概要
チームが⽬標の追跡と進捗管理を、より⾃信を持って効
率的に⾏えるようにします。

主なユースケース
● 戦略計画とポートフォリオ管理
● ビジネスレビュー

機能の使い⽅
カスタムフィールドを追加する⽬標に移動します。新しいカ
スタムフィールドを作成するか、ライブラリを参照して既存
のカスタムフィールドから選択します。

リソース

https://help.asana.com/s/article/get-started-with-asana-goals?language=en_US#custom-fields-on-goals


⽬標の更新と通知をより細かく管理する

主なメリット
● 不要な情報や過剰な通知を減らすことで、チームの

集中⼒を⾼める。
● 組織全体で⽬標の可視性を管理できる。
● ⽬標関連のアクティビティに関する更新の設定をカ

スタマイズできる。

概要
⽬標に他のユーザーを招待する際、通知を送信するかど
うかを選択できます。また、ユーザーはデフォルトの設
定を指定することで、関⼼のある最新情報のみを受け取
ることができます。

主なユースケース
● 戦略⽬標の設定と管理
● ビジネスレビューと報告

機能の使い⽅
⽬標の作成時や共有時に、招待したユーザーへ「共有」通知を
送信するかどうかを選択できます。ユーザーは、プロフィール
で⽬標通知のデフォルト設定をカスタマイズすることも可能で
す。

リソース

https://help.asana.com/s/article/get-started-with-asana-goals?language=en_US#gl-history


ビジネスレビューと報告
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プロジェクトとポートフォリオのステータス更新
仕事の成果を明確に伝える

ビジネスレビューと報告

カスタムフィールドの上限引き上げ
複数の複雑なプロジェクトのデータを⼤規模に追跡



プロジェクトとポートフォリオのステータス更新で仕事の成果を明確に伝える

主なメリット
● ワークストリーム全体で、より信頼性の⾼いス

テータスの集計と可視性を提供できる。
● ステークホルダーとの連携や部⾨間の連携を改

善できる。
● 実際の成果に基づいた正確なレポートを作成で

きる。

概要
プロジェクトやポートフォリオを「撤回済み」または
「完了済み」にできるようになり、チームはより正確に
作業の報告を⾏えるようになりました。

主なユースケース
● 戦略計画とポートフォリオ管理
● ビジネスレビューと報告
● プロジェクトマネジメント
● キャンペーン管理 機能の使い⽅

プロジェクトやポートフォリオレベルでステータス更新を投稿
する際、「撤回済み」または「完了済み」を選択できます。

リソース

https://help.asana.com/s/article/project-progress-and-status-updates


カスタムフィールドの上限引き上げによりプロジェクトを横断した詳細な
データの取得とレポートの作成を実現

主なメリット
● 情報に基づいた意思決定を⾏える。
● プロジェクトやワークフローを横断して、詳細なレ

ポートを作成できる。
● ⼤規模なプロジェクトポートフォリオを⼀元管理で

きる。

概要
複数の複雑なプロジェクトの詳細や主要なデータを⼤規
模に追跡できます。

主なユースケース
● キャンペーン管理
● リソース管理
● 戦略計画とポートフォリオ管理

リソース

https://help.asana.com/s/article/custom-field-types-and-limitations


連携

2026年冬季リリース



冬季リリース asana.com/ja/whats-new

Slack と AI スタジオを使った仕事の受け付け
Slack で仕事リクエストを取り込む

連携

Claude の Asana アプリ
AI とのチャットを実⾏可能なタスクへと変換



AI スタジオを使って Slack から直接仕事リクエストを管理

主なメリット
● 仕事がメッセージや会話の中に埋もれたり、失われ

たりすることを防げる。
● 仕事の受け付けから納品までの時間を短縮できる。

概要
Slack でリクエストを取り込み、Asana の構造化された
タスクに⾃動で変換します。

主なユースケース
● キャンペーン管理
● クリエイティブ制作
● 製品リリース
● 戦略計画 機能の使い⽅

Slack を AI スタジオに接続し、メッセージまたはチャンネル
をトリガーとして指定して、ワークフローを設定します。

リソース

https://help.asana.com/s/article/slack-and-asana


Claude の Asana アプリで AI とのチャットを実⾏可能なタスクへと変換

主なメリット
● チャットから直接プロジェクトをプレビューして⽣

成できる。
● 重要な情報をもれなく整理し、構造化して次のス

テップを明確にできる。

概要
Claude との会話から、Asana のプロジェクトやタスクを
直接作成できるようになります。仕事を適切な担当者に割
り当て、取り組み状況をリアルタイムで確認できます。

主なユースケース
● プロジェクトマネジメント
● キャンペーン管理
● オンボーディング

機能の使い⽅
Asana をコネクタとして追加して、Claude と連携させます。
その後、Claude 内で Asana のプロジェクトやタスクの作成、
仕事のステータス確認などを⾏えます。

リソース

https://help.asana.com/s/article/asana-app-in-claude
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管理者コンソールのリリースプレビュー
リリース予定の Asana 機能をプレビューし、テストする

管理者コントロール

管理者によるチームコンテンツの権限設定
チーム全体へのメッセージを送信できるユーザーを管理する



管理コンソールのリリースプレビューで新機能をテスト

主なメリット
● 新機能や製品アップデートの予測可能性と制御性を

⾼めることができる。
● 広範なアクセスを許可する前に、Asana で機能の事

前検証を⾏うことで、ワークフローの導⼊とその準
備を促進できる。

● 組織全体で安⼼感を⾼められる。

概要
特権管理者が、⼀般公開前の Asana の新機能をサンド
ボックスまたはプライマリドメインで事前にプレ
ビュー、テストできるようにすることで、導⼊に対する
安⼼感とコントロールを最⼤限に⾼められます。

主なユースケース
● 管理者コントロールとセキュリティ

機能の使い⽅
特権管理者は、管理者コンソールにて、近⽇リリース予定の対
象機能や製品アップデートの内容を確認し、有効にできます。

リソース

https://help.asana.com/s/article/release-preview


チーム内でのコミュニケーションとコンテンツに対する
管理権限を管理者に提供

主なメリット
● チーム全体への不要な⼀⻫メッセージや通知過多を

防げる。
● コミュニケーションの⼀貫性と⼀元管理を維持でき

る。
● ノイズを減らすことで、ユーザーが業務に集中しや

すい作業環境を整えることができる。

概要
チーム管理者は、チームにメッセージを送信できるユー
ザーを制限できます。これにより、ガバナンスが強化さ
れ、不要な⼀⻫送信を防⽌できます。

主なユースケース
● プロジェクトマネジメント
● オンボーディング

機能の使い⽅
設定を「チーム管理者のみ」に切り替えることで、チーム全
体に向けたメッセージの送信および共有を⾏えるユーザーを
管理者に限定できます。

リソース

https://help.asana.com/s/article/team-content-permissions-for-team-admins?language=en_US

